
 

【Regional Plus News】 

RPW 広報第 24-003 

2024 年 10 月 1 日 

整備業務の管理の受託について 

～ AIRDO・ソラシドエアの整備機能を集約 ～ 

 

株式会社リージョナルプラスウイングス（本社：東京都大田区 代表取締役社長：髙橋 宏輔）は、2024 年

9 月 26 日（木）付けで、国土交通大臣より航空法第２０条の規定に基づく「認定事業場」の認可を受け、      

本日 10 月 1 日（火）より、グループ会社である株式会社ＡＩＲＤＯ（本社：北海道札幌市 代表取締役社長：

鈴木 貴博）および株式会社ソラシドエア（本社：宮崎県宮崎市 代表取締役社長：髙橋 宏輔）の整備業務の

管理を受託※します。 

※ AIRDO とソラシドエア（以下、両社）は、整備作業の他、その品質管理、技術管理、生産管理などの管理業務までを一括

して当社へ委託し、当社は両社に代わって整備プログラムや整備の基準を整備マニュアルとして自ら定め整備作業を実

施します。委託元の両社は、当社が行う整備作業・整備管理を包括的に委託管理（整備監理）することを通じて、航空運送

事業者としての責務を果たします。 

 

■目的 

今回の当社における整備業務の開始によって、これまで AIRDO とソラシドエアが各社で保有してい

た整備機能を当社に集約することにより、経営資源の効率化による経営基盤の強化はもとより、各社の

知見や技術の集約により整備品質の更なる向上を図り、両社のお客様へ「安全」、「定時性」、「快適性」な

どの一層の付加価値が提供できることとなります。 

 

■当社の整備業務によってグループとして目指す効果 

① 両社の知見や技術の集約による安全・品質保証体制の維持・向上 

② 両社にとって合理的な整備体制の構築に向けた、機能集約による効率化 

③ 生産性向上によるコストの低減 

④ エアライングループにおける整備系人財の育成推進 

 

■組織概要（2024 年 10 月 1 日現在） 

組織名称 整備事業室 

業務開始日 2024 年 10 月 1 日（火） 

所在地 東京都大田区羽田空港三丁目 3 番 2 号 第 1 旅客ターミナルビル 

担当役員 髙橋 正尚（取締役整備事業室長）、平良 英人（執行役員整備事業室副室長） 

従事者数 

342 人 （AIRDO： 188 人、ソラシドエア： 154 人） 

※ 派遣社員を除く 

※ 両社の整備部門員は基本的には当社に出向し、原籍に関係なく両社の整備業務を行います 
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整備実施空港 

認定事業場 

対象空港 

両社共通就航地： 東京（羽田） 

AIRDO 就航地： 札幌（新千歳）、函館、帯広、女満別* 

ソラシドエア就航地： 宮崎、熊本、長崎、鹿児島、沖縄（那覇） 

* 女満別空港においては、季節増便時のみ一部の整備業務を当社が担います 

※ 上記以外の各社就航地空港では、整備業務を外部へ委託しています 

整備対象機材 
AIRDO： ボーイング 767-300 型機／4 機、ボーイング 737-700 型機／8 機 

ソラシドエア： ボーイング 737-800 型機／14 機 

 

■新制服（カバーオール等）のご紹介 

当社の整備士が着用する新制服（カバーオール一式およびレインウェア）のデザインコンセプトは「結束」

です。AIRDO とソラシドエアのそれぞれで培ってきた航空機整備の知識・技量を一つに“結束”すること

で、グループエアラインのオペレーション堅持に貢献するという想いをもって本デザインを選択しました。 

 

 

  

（左）ウインドブレーカー （右）ウォームブルゾン （左）反射ベスト （右）レインウェア 
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・デザイナー 

【カバーオール一式】 

株式会社 D-Style デザイナー 岡 義英 氏 

文化服装学院卒業後、ユニフォーム会社に入社しデザイナーとしての

キャリアをスタート。後に独立し、現在まで約 25 年以上、ユニフォーム

デザインの仕事に携わり、運輸、化粧品、ホテル、サービスなどユニフ

ォームの全てのジャンルで実績多数。  

 

【レインウェア】 

有限会社ファーストデザイン デザイナー 渋谷 美佐 氏 

有限会社ファーストデザイン代表として、ユニフォームに特化したデザ

インを手掛け、徹底した企業分析に基づきユニフォームに必要な要素

に地域性やトレンドを融合し、国内外のユニフォームを数多く制作。 

 

 

なお、これまで両社で使用していたカバーオール等の制服類については、グループ経営理念「社会・環

境課題へ取り組み、持続的な社会の実現に貢献します」に基づくグループ全体でのサステナビリティ方針

の検討推進、また両社がそれぞれ推進してきたサステナビリティ課題の解決への取り組み等の観点より、

アップサイクル品としての製品化や再資源化を検討し、「廃棄ゼロ」の実現を目指してまいります。 

 

当社は、両社とともに地域をつなぐエアライングループとして、高品質な航空機整備業務を通じて、

両社のお客様へ安心な旅と新たな価値を提供し、地域社会の発展に貢献してまいります。 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【株式会社リージョナルプラスウイングス】 https://www.regionalplus.co.jp/ 

当社は、グループ会社であるAIRDOおよびソラシドエアの共同持株会社として、両社が有する経営

資源（人財・技術・施設等）を効率的に活用し、スケールメリットを最大限発揮させることで経営基盤

の一層の強化を図るとともに、両社による地方路線の安定した航空ネットワークの堅持により、変化

が著しい事業環境を生き抜き、お客様への一層の付加価値提供および持続的な成長を果たしていく

ことを目的に、２０２２年１０月３日に設立しました。 

 

 

https://www.regionalplus.co.jp/
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２０２４年 10 月１日以降の組織図（下線部が変更箇所） 

（参考）２０２４年９月３０日までの組織図 

別紙 


